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報道各位 

アムネスティ議連主催 国際人権セミナー 

―武器による市民の犠牲が蔓延する世界を変えるために― 

7 月国連武器貿易条約（ATT）交渉の焦点と日本政府の役割 

 

第 34 回 国際人権セミナーの概要 

日時： 2012 年 5 月 23 日（水）14 時 00 分～15 時 00 分 

場所： 衆議院第１議員会館 第５会議室 
  （必要な方は、議員会館 1 階ロビーにて通行証をお受け取りください） 
内容： 「7 月の武器貿易条約（ATT）国連交渉会議に向けて」 
    夏木 碧 氏 （オックスファム・ジャパン） 
    外務省とアムネスティ日本からコメント 
  14：45～ 質疑応答 
主催： アムネスティ議員連盟 
 
1 分間にひとり。1 年間に 50 万人---。現在、通常兵器の国際的な取引を規制する基準が不十分なため、い

ま、この瞬間にも、武器によって誰かの命が奪われ、地域の安定が脅かされています。 
来たる 7 月、数年にわたる専門家および準備会合を経て、国連ニューヨーク本部において武器貿易条約

（ATT）の交渉会議がいよいよ開催されます。この会議は、通常兵器の輸出入やその他の移転について、人

権保障のために可能なかぎり高い基準を設定した初の国際条約を成立させる、歴史的な機会となり得ます。 
国連交渉会議を前に、条約の概要、交渉の焦点、そして日本政府の果たすべき役割について、オックスフ

ァム・ジャパンの夏木碧氏から解説を頂きます。ご取材くださいますよう、よろしくお願いいたします。 
 
講演者： 夏木 碧（なつき みどり）氏 

   特定非営利活動法人オックスファム・ジャパン、人道/軍備管理・軍縮ポリシー・オフィ

  サー。2003 年より勤務。「コントロール・アームズ」日本キャンペーンの政策を担当。  
発言者： 河野 光浩（外務省軍縮不拡散・科学部軍備管理軍縮課通常兵器室長） 
  川上 園子（公益社団法人アムネスティ・インターナショナル日本） 


